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母親のmind-mindednessと母子相互作用および9ヵ月乳児の共同注意の発達

篠 原 郁 子

問題と目的

子どもの心的理解発達について,心の理論研究は興味深い知見を呈示 し続けている｡ ｢人の行

動を信念や欲求など心の状態に関連付けて予測 ｡説明する能力｣とされる心の理論について,種々

の実験パ ラダイム,特に誤信念課題を用いた研究から,それが概ね 4-5歳 ごろに獲得されると

考えられている (Wellman,Cross,&Watson,2001)｡こうした発達の一般的タイムスケジュー

ルの解明に加え,一方では,心の理解発達の個人差に関する考究 も進行 しているが,その中で,

そもそも発達の差異が如何に生 じるのかという個人差の規定因の探求もまた大きな研究関心となっ

ている (Bartsch&Estes,1996;Repacholi良Slaughter,2003)｡特に,心的世界を絡めた現実

の社会的相互作用の経験という文脈を重視 し,子どもを取 り巻 く家族に注目する研究は多い｡実

際に,心の理論獲得の促進因として,家族サイズやきょうだいの数,及びそれに伴 う心的交流の

豊富さ (Dunn, Brown,Slomkowski,Tesla,良 Youngblade,1991;Jenkins& Astington,

1996;Perner,Ruffman,良Leekam,1994),養育者に注目した研究からは母親の養育スタイル

(Ruffman,Perner,&Parkin,1999)や母子間のアタッチメント安定性 (Fonagy,Redfern,&

Charman,1997;Meins,Fernyhough,Russell,良Clark-Carter,1998)などが報告されてき

た｡特に,多 くの子どもが生後直後から養育者との間に緊密な関係性を築き,それは長期間継続

することを考慮すると,アタッチメントという親子関係が心の理解を引き上げる可能性を示唆す

る知見は興味深い｡では,アタッチメント安定性における如何なる要因が,心の理解発達を促進

するのだろうか｡ これに関 してMeins･〔1997)は,アタッチメントタイプの測定後の親子を長期

的に検討 し,安定型の子どもの母親に多い特徴に着目している｡ それは,｢幼い乳児をもjL､を有

した存在であるとみなし,心的世界に焦点化 して子どもに関わろうとする傾向｣であり,mind-

mindedness(以下MMと略記) と命名されている｡そして,子どもが 6ヵ月時に測定された母

親のMMと,生後12ヵ月時に測定されたアタッチメントが,それぞれ如何に4･5歳時の心の理

論成績と関連するかを検証 し,その結果アタッチメントではなく,MMのみが後の子どもの発達

を予測することを報告 している (Meins,Fernyhough,Wainwright,DasGupta,Fradley,&

Tuckey,2002)｡

こうした結果からMMは,子どもの心の理論獲得に関 して最 も発達早期に確認された促進因と

して関心を集めている｡ しか し,MMはなぜ,子どもの心的理解発達に促進的影響を持ちうるの

だろうか｡ この点についてMeins(1997)は理論的説明を呈示 し,例えば,高いMMを持っ養育

者は,幼い子どもの心の世界に目を向けやすい特徴ゆえに,発達早期か ら子どもに多 くの心的語
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嚢を付与 しやすいのだろうと述べているo さらに9こうした養育者は子どもの視線や行動に意図

性を帰属 Lやすいため,玩具などの第 3項を挟んだ子どもとの交互やりとりを多く実践するとち

仮定されている｡家庭における心的語嚢への豊富な接触経験 (Symons,2004),あるいは同一の

トピックに対する交互やりとりの経験 (Fernyhough,1996)はそれぞれ,目に見えない心の世

界への理解を促す要因として注目されているo つまり,MMという子どもの心的世界に目を向け

やすいという特徴が,子どもの心的理解発達を引き上げると目される子どもへの関わり方が具現

化される一つの背景となり,結果的に子どもの育ちを促す足場を豊富に提供 しているという可能

性が示されているのである｡

しかしこうした説明は仮説的で, 実証的検討に基づく研究は行われていないoそこでMMの機

能の解明に向けて,異体的な親子やりとりへと着目することが必要であろう｡ これについて篠原

〔2006)は,母親のMMと子どもへの具体的な行動との関連を問う研究を行っている｡ その結果,

生後 6ヵ月時に測定された母親のMMの高さが,実際の母子相互作用場面における乳児の内的状

態への言及のしやすさ,あるいは乳児との注意の共有のしやすさと関連することが見出されてい

る. こうした知見はMeinsの理論的説明を支持 しているが,その検討は生後 6ヵ月時における

MMと母子相互作用との同時期相関の分析にとどまっている｡ では,発達早期に測定された養育

者のMMは,その後も続 く親子やりとりに対 して,時点を超えて影響を与え続けていくのだろう

か｡あるいは同時期に限定で見られる関連なのだろうか｡実は, 養育者のMMが子どもの発達に

おける ｢どの時期｣に親子やりとりに作用する可能性があるのかという,時間軸を考慮 した考察

は未だなされていない . そこで本論では,篠原 (2006)でMMが測定された母親とその子どもを

対象に再度母子相互作用を観察 し,乳児期後期においても引き続き,測定されたMMと母親の行

動に関連が認められるのかを問うことを第-の目的としたい.

次に,MMに関するもう一つの研究課題として,心の理論以外の子どもの発達的帰結-の影響

が問われていないということが挙げられる｡ 特に,幼児期における心の理論獲得以前の,より幼

い時期の子どもの心的理解能力への影響が検討されていないのであるoMeinsetal.(2002)が

示 したように, 乳児期に測定されたMMがその数年後の心の理論獲得を促進するならば,そこに

至る過程においでもまた,子ども発達を漸次的に高めている可能性が考えられるのではないだろ

うか｡あるいはMMは,幼児期の心の理論という領域に限定される形で,促進的機能を有 してい

るのだろうか｡そこで,発達のより早期段階での,心の理論獲得の先行因とも目されるような発

達的指標に注目しながら,乳児期から幼児期に自ってMMの効果を縦断的に検証する必要がある

と考える｡ 例えば,発達早期における心の理論の先行因として注目されているものに,共同注意

の成立がある (Baron-Cohen,1995)｡共同注意とは他者と注意を共有する能力であり,その成

立の背景には他者がある対象に ｢ついて｣注意を向けていること,つまり他者の意図性理解が存

在すると想定されている｡ それ故共同注意の発現は,自他の心の交流の開始と考えられおり,そ

こに ｢心の理論の先駆体｣(Tomasello,1995)や ｢潜在的心の理論｣(Bretherton,1991)を仮

定 す る向 きもある｡ この共同注意行動 の萌芽期 は, 9ヵ月前後 だ と考え られている

(Butterworth良 Jarrett,1991;Tomasello,1995)o この時期に至って乳児は他者の視線や指

差 しを辿り,その対象についての注意共有が成立 し始めるためである｡ 養育者のMMは,乳児期

における心の理論の先行因の発達にも既に促進的影響を及ぼし,この時期に見られる共同注意行
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動にも効果を有 している可能性があるのではないだろうか｡そこで本請では,特に発達早期の応

答的な共同注意行動として,他者の視線追従 (Butterworth良Jarrett,1991)とともにこの時

期に発達する行動として重要視されている, 他者の指差 し理解 (Morissette,Richard,良Gouin

Decarie,1995;大神,2005)に着目し,篠原 (2006)でMMを測定された母親の子どもが生後 9

ヵ月に至った時点で共同注意の発達について調査しサMMとの関連を問うこととしたい.そして,

MMによる子どもの心の理解発達への影響について生後 1年目に関する知見を得ることを第二の

目的とするO

以上より本論では,母親のMMと母子相互作周における母親行動との関連,ならびに,MMと

乳児の応答的共同注意である指差 し理解の発達との関連について検討を行う｡ 具体的には,篠原

(2006)のMM測定実験に参加 した母親とその子どもを対象に研究を行う｡ なお,MM測定実験

は生後 6ヵ月児の母親を対象に実施され,共通の乳児刺激に対する心的帰属 (乳児に対する内的

状態の想定のしやすさ)に見られる母親間の個人差が抽出されている｡ 特に,乳児刺激に対する

心的帰属の量的豊富さとして ｢MM得点｣が算出され,この得点には比較的大きなばらつきが認

められている｡ 本論ではきこのMM測定実験から3ヵ月後に母子を追跡調査 し,乳児が生後 9ヵ

月時点において,以下の調査を実施する｡ まず,家庭での母子相互作周を観察 し,Meins(1997)

が仮定するように, 高いMM得点を有する母親が自分の子どもの心的世界に焦点化 しやすく,心

に関する発話を行うことが実際に多いのかを検証する｡ また,MM理論モデルでは母子が対象を

共有するやりとりが注目されていることから9MMが高い母親は, 乳児がある対象に視線を向け

た時,乳児の意図性や対象に関する好みといった心的見解の存在を想定 Lやすいのではないかと

考えられる｡ MMの高さ故に子どもの注意の所在に敏感であるとすれば,母親は子どもの視線を

追従することが多いと予想される｡. そこで, 非言語的行動も含めて母親による乳児の注意への反

応の仕方に注目し,予想されるMMとの関連を問うこととしたい｡

次に,生後 9ヵ月の乳児を対象に,他者の指差 し理解についての実験を行う｡ 高いMMを有す

る母親が,想定されているように子どもと対象を共有 したやりとりを多く展開しているとすれば,

その経験の豊富さから,子どもは他者の注意の在処を理解することに優れていると予想される0

MMによる子どもの心的理解発達の促進が生後 1年目においても既に認められるのか,検証を行

うこととする｡

なお,篠原 (2006)では,MMについて量的豊富さのみならず, 乳児に如何なる内的状態を帰

属 Lやすいのかという内容面の特徴が分析されている. このMMの質的特徴に基づき母親のグルー

ピングが行われ,乳児に感情や欲求状態を想定 しやすい ｢感情 ･欲求帰属群｣,乳児の思考や認

知状態に注目しやすい ｢思考認知帰属群｣,複数の内容に亘 って偏 りなく乳児の内面を見ようと

する ｢全般的帰属群｣,そして乳児への心的帰属自体を行 うことが少ない ｢帰属低群｣という4

群が見出されている｡そこでこうしたMMの質的特徴と,母子相互作用における母親行動の関連,

並びに乳児の指差 し理解能力との関連についても分析を行いたい ｡ ただし,MMの内容面の特徴

は篠原 (2006)により新たに見出されたもので,母親の行動や子どもの発達への影響については

これまで議論されていない｡そこで,この質的特徴と母子相互作用ならびに共同注意能力との関

連の有無についても探索的分析を行い,MMの量的豊富さ以外の側面が持ちうる影響についても

更なる知見を得ることを目的とする｡
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方 法

1.研究協力者

生後 9ヵ月の乳児 とその母親38組｡乳児の平均月齢は9ヵ月20冒 (レンジ9ヵ月 6日-10ヵ月

9日),男女各19名であったO これらの母親については,子どもが生後 6ヵ月時点で実施された

MM測定実験1 (篠原,2006)により,乳児への心的帰属の量的な豊富さを表す ｢MM得点｣と,

乳児に帰属する異体的な内容の特徴に基づき分類された ｢MM質的グループ｣の2側面に関する

個人差のデ-夕が得 られている｡ 参考のためMM測定結果についてTablelに示す.なお,MM質

的ダル-プの内訳はテ｢帰属低群｣(n-8),｢感情 ｡欲求帰属群｣(n-7),｢思考認知帰属群｣(n-

13),｢全般的帰属群｣(n-10)であった｡

取blel.MM 測定実験の回答結果 (平均値と標準偏萄

全捧 帰属低群 感情･欲求帰属群 思考誰知帰属群

(n=三強) (n=8) (n=7) (n=13)

M (S巧 M (威申 腰 (SP M (SD_-二=_ _-二__二~ 二 ~~~二~~~_-二二~~~~二二~~■■~~~二二_____二--~~~~~~二二二~ ~__~丁-~ ~~■ _ ~~ ~~ ~~

虻は得点 9,05 (3.喝 5.00 (1.60) 12.71 (3.68) 10.鴨 (2,63)

回答の下位分類

感情状態 2.16 (1.75) 0.88 (0.9g)

欲求状態 2.92 (1.78) 1.88 (0.99)

思考 ｡認知状態 1.63 持.58) 0.88 (1.13)

生理的知覚状態 乱34 (1.19) 1.38 (1.描)

4.43 持.51)

5.〔沿 (1.83)

0.71 (0.95)

2.57 (1.担)
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注 :母親の子どもが生後 6カ月時に行われたMM測定結果について､篠原(2006)のTahle4を修正して掲載した｡

数字は､刺激として呈示された乳児の内的状態に関する回答数の平均値 (標準偏差)0

2号萄手相量僅開府観察

手続き 筆者が各家庭を訪問 し,母子の自由遊び場面 (loヵ問)のビデオ撮影を行った｡玩具

としてポ-ル,人形亨車の玩具を周意 したがヲその他各家庭にある玩具 も自由に使用 し,普段通

り遊んで欲 しいという旨を伝えた｡

得点柁 母親の行動について以下のヨ- ド化を行った.A)子どもの内的状態への言及 :母親

の全発話を書き起こしヲ母親が自発的に子どもの内的状態に言及 している発話を抽出,カウント

した｡さらにヲ抽出された発話の内容について下位分類を行った.下位カテゴリーは,Brown&
fjunn n99u 等に基づき亨喜怒哀楽などの ｢感情状態｣(うれしい,怖い,など),物や行為の

要求, 動機付けを示す ｢欲求状態｣〔-して9欲しい,など),思考や認知を示す ｢思考認知状態｣

(患 う,考える, など),痛みや眠気などを示す ｢生理的知覚状態｣(疲れた,痛い,など)の 4

つを設けた｡a)芋どもの注意に絡む関わり芳 :非言語的行動を含めて,子どもの注意に対する

関わり方として以下 3つの下位カテゴリ-を設定 した.①注意追従 :子どもの注意の方向,対象

に母親が自分の注意を重ねる行動｡②注意転換 :子どもに対 して新たな玩具を提示するなど,千

どもの注意の在処を現在の位置から他の方向へと転換させる行動｡③静観 ･その他 :子どもに積

極的に関与 しない,あるいは子どもとは別の活動を行 う等｡これらの母親の行動について 5秒を

1フレ-ムとする排反的コ- ド化を行った｡行動カテゴリー毎のチェック回数を分析対象となっ

た総フレ-ム数で割 った割合を算出し得点とした.なお,子どもと母親の注意の方向は視線の方

向から同定 した｡信頼性について,訓練を受けた大学院生各 1名と筆者が母親10名 (全協力者の
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25.6%)の行動を独立に得点化 したところ,子どもの内的状態への言及は凡-.80,子どもの注意

に絡む行動はfC=.87の一致率が認められた.

3.指差 し理解実験2

手続き 乳児を対象に以下の実験を実施 した｡実験はMorissetteetal.(1995)を参考にしな

が ら,家庭で実施可能な形に,また,刺激呈示の条件を揃えるために実験者の指差 しへの反応を

問う形に改変 した｡各家庭での条件を統制するため椅子や机は使用せず,床の上に子どもと対面

して実験者が着座 し,正中線か ら左右600の方向, 乳児か ら約1.2mの位置にそれぞれターゲッ

ト (高さ約 9cmのプラスチック製の動物の玩具 2種)を配置 した｡乳児が母親の膝の上に座る

場合もあったが,その際母親には声や動作で乳児を刺激 しないよう教示 した.また,周囲からター

ゲット以外の顕著な視覚的刺激を排除するよう配慮 した｡実験者は乳児の名前を呼んで視線を合

わせてか ら,左右いずれかのターゲットに向けて頭部回転を伴 う指差 しを行い (3秒間保持),

その後指差 しをやめ,乳児の方へ視線 と頭部の向きを戻 した｡指差 し呈示は3試行であり, 1試

行目の方向はランダムに,その後は左右交互に実施 した｡実験は全てビデオ録画された｡

得点化 実験者の指差 し呈示後の乳児の視線に基づき,指差 しへの反応の正誤を分類 した｡正

反応は,指差された対象や方向への注視,誤反応は指さし以外の方向,実験者の顔,指や手への

注視とした｡乳児の調子や誤試行 (指差 し呈示前のアイコンタク トの不成立等)により分析対象

となる試行数にばらつきが出たため3,正反応の回数を試行数で割 り,指差 し理解率を計算 した｡

信頼性について,訓練を受けた大学院生 1名と筆者が乳児11名分の指さしへの反応 (全協力者の

29.7%)を独立に得点化 したところ, jC-.88の一致率が認められた.

結 果

1.生後 6カ月時に測定された母親のMMと9カ月児への関わ り方の関連

A)子どもの内的状態への言及: まず,先に測定された母親のMM得点との関連を検討 した｡

母子相互作用中における子どもの内的状態への言及合計数 と,感情状態及び生理的知覚状態への

言及数には分布に偏 りがあったためSpearmanの順位相関を求め,それ以外の変数はPearsonの

相関係数を求めた｡その結果,子どもの内的状態への言及合計数に有意な関連が認められた (ZIS

-.51,p<.01).下位カテゴリー別の言及頻度についても,思考認知状態を除 く全てに有意な相関

が認められた (Table2).次に,MM質的グループとの関連について,MM質的グループを独立

変数,内的状態への言及数を従属変数とする1要因分散分析を実施 した｡主効果が認められた場

合 はTukeyのHSD法 による多重比較を行 った｡ また,分布に偏 りがあった変数 につ いては

KrascalWallisの検定を行い, 有意な結果が認められた場合は下位検定 (Wilcoxonの順位和検

定)を実施,ボンフェロこの不等式による修正を行 った上で有意性を検討 した｡その結果,言及

合計数において群間に有意差が認められ (x2(3)-ll.48,p<.05),帰属低群は感情･欲求帰属群,

及び,全般的帰属群よりも,子どもの内的状態に言及することが少ないことが示された｡また,

具体的な内容については欲求状態への言及数に主効果が認められ (Pt3,34)-3.08,p<.05),帰属

低群は,感情･欲求帰属群 と思考認知帰属群に比 して子どもの欲求に関する言及が少なかった｡
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Table3を参照のこと｡

B)芋どもの注意に絡む関わり方: まずMM得点との関連を検討 した結果,｢注意追従｣｢注意

転換｣｢静観 ･その他｣ のいずれに関 して も,MM得点 との有意な相関は認められなかった

(Table2).次に,MM質的グループとの関連について1要因分散分析による検討を行 った. しか

し,いずれの関わり方についても質的 グ ループの主効果は認められなかった (順に武3,34〕-.01,

n.S.;Pt3,34)-.22,n.S.;武3,34)- .07,a.S.)o Figurelを参照のことo

Tabie2.母親のMM得点と子どもに対する行動の相関

遡 子どもの注意に絡む行動

合計 a) 感情状態h)欲求状態 b) J鮮考書醜 1状態b) 生理的知覚状態勾 注意追従b) 注意転換b) 静観 ･その他b)

.5iLi9 .42書☆ .30+ .鵬 .31+ .08 .18 ･.22

注 :a)Spe肝manの謂 b) Pear sonのF Hp:.01 ●p<.05 +〆 .10

Tables. 瓦別 質的グループ別 子どもの内的状態-の言及頻度 (平均値と標準偏萄

全体 E帰属低群 ②感情･欲求帰属群 ③思考課知帰属群 ④全般的帰属群 検定 多量比較

M (SD) M (SI〕) M (SIj) M (SD) M (SD) 統計量

合計 10.55 (8.16) 3.25 (2.96) 13.57 (6.32)

感情状態 5.08 (4.51) 1.75 (1.91) 6.71 (5.09)

欲求状態 3.95 (3.10) 1.25 (i.17) 5.14 (3.19)

.陶 知状態 0,34 (0.71) 0.13 (0.35) 0.29 (0.76)

生理的知覚状態 1.18 (2.24) 0.13 (0.35) 1-43 (2.44)

12.46 (10.46) 11.80 (5.41)

6.08 (5.45) 6.08 (5.45)

4.62 (3.50) 4.40 (2.63)

0.46 (0,88) 0.40 (0.70)

1.31 (2.69) 1.70 (2.36)

ll.4814) ②櫛 ,㊨昭rb)

7.26B) n.S.

3.08'C) 的 ,③>①← 4

.39C) n.8.

3.03め A.良.

注 : a) x 2 b) WIcoxonの樹立和検定 C)F催 d) ThkeyのHSD法 〆̀ .05 +メ .10
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Figure1.MM質的グループ別 母親による乳児の注意に絡む行動

2.生後 6ヵ月時に測定された母親のMMと9カ月児の指差 し理解の関連

指差 し理解率の平均は46.85% (SD 40.03)であり, こうした共同注意行動はまさに発達過程

にあったと考えられた｡ただし,正反応率が100%となる乳児が 9名,60%以上が 8名認められ

た一万,40%以下が17名存在するなど,乳児の指差 し理解の成績にばらつきがあることが窺えた.

まず,母親のMM得点と乳児の指差 し理解率についてピアソンの相関係数を求めた｡ しかし,

有意な相関は認められなかった (Fか｡26,n.sJo次に,乳児の指差 し理解と母親のMMの質的特

徴との関連について,MM質的ゲル-プを独立変数,乳児の指差 し理解率を従属変数とする1要

因分散分析を実施 した｡有意な群間差が認められ (F(3,33)-3.03,月<.05),TukeyのHSD法に
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よる多重比較の結果,感情 ･欲求帰属群の乳児は,他のいずれの群の乳児に比 しても,指差 し理

解率が有意に低いことが示 された (Figure岩)O

AU

れ
V

∧
U

壱

▲卑

2

精
嚢
』
確
解
率

八%
)
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(n=7) (nニ7) (rIエ13)

全般的繍員欝
(nニ10)

Figure2.MM質的グループ別 乳児の指差 し理解能力

考 察

本論の第-の目的は, 母親のMMが日々の母子相互作用の中に,子どもの心的理解を促進する

ような複数の足場を提供 しているというMe主nsH997)の仮説について,生後 1年 目の後半にお

ける実証的検討を行 うことであった｡まず亨母親 と9ヵ月児の相互作周を観察 した結果,母親が

自分の子どもの内的状態に触れる発話の数には0-34回と母親問刊 ぎらつきがあることが認めら

れたOそ してこの言及数には,生後 6ヵ月時に測定された母親のMMの量的豊富さが関連 してい

ることが明 らかとなった｡母親の発話内容を見ると,生起数 自体が少なか った思考認知状態への

言及を除 き,複数の内的状態への言及数 とMM得点が開通 しており,MMの量的豊富さは, 幅広

い内容に自 りなが ら子どもの心に頻繁に言及するという母親の行動に関係 していることが示唆さ

れた｡次にMMの質的特徴に関 して,内的状態帰属低群の母親は実際の母子やりとり場面で も白

分の子どもの心的世界に言及することが少なか った｡ただ し,帰属低群以外の 3群間には言及数

の差異がな く,MMの異体的な内容ではなく, 総体的な量の豊富さが子 どもの心に焦点化 した発

話の量 と関係 していることが示された｡また9発話内容について,MM測定実験において乳児の

感情や欲求を読み取 りやすかった感情 さ欲求帰属群の母親は, 実際に自分の子 どもの欲求状態に

多 く言及することが観察され9 この点にはMMの内容の特徴が, 生後 9ヵ月時点での親子の会話

にも反映されていることが示唆された｡なお,思考認知帰属群には実際の思考や認知への言及の

多 きが見 られなかったが, これには母親は9ヵ月児の表情や動作の背後に感情や欲求を絡めるこ

とが多 く,思考や認知に触れること自体が稀であるという全体的特徴が関係 していると思われるO

ただ し今後,子 どもが成長 して探索行動やモノの複雑な操作が顕著になってきた時,思考や認知

状態に敏感であると思われるこの群の母親の特徴が言語化される可能性 も考えられよう｡ 以上の

結果に関 して,篠原 (2006)は本研究 と同 じ母子を対象 とし,子 どもが生後 6ヵ月時に母子相互

作用を分析 している｡ その結果は,MM得点は母親による乳児の内的状態への言及頻度 と相関 し,

また,MM質的ゲル-プの帰属低群は乳児の内的状態への言及数が少なく,感情 ･欲求帰属群は
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子どもの欲求への言及が多いというものであった｡生後 6ヵ月時と9ヵ月時の結果は基本的に重

複 し,乳児が 6ヵ月時に測定された母親のMMの個人差が,同時期のみならず, 3ヵ月後の子ど

もとの会話にも連続 して影響を及ぼすことが示されたと言えよう｡ 家庭における心的語嚢との接

触経験について,その豊富さが,後の子どもの心の理論課題や感情理解の成績と関連することが

報告されている (DunnetaL1991;Dunn,BTOWn,& Beardsall,1991;Ruffman,Slade,良

CTOWe,2002)o これらの研究は乳児期よりも幼児期の会話に着目したものだが,MMの高い母

親による発達早期からの心的語嚢の豊富な付与が亨子どもの心的理解発達の足場として作用する

可能性 も考えられよう｡子どもの発達的帰結への影響を問う長期的研究の実施が期待される｡

次に,子どもの注意に絡む行動に着冒した分析について,｢注意追従｣｢注意転換｣｢傍観 ･そ

の他｣のいずれに関 しても,MM得点および質的グループとの関連は認められなかった.なお,

先述の篠原 (2006)における生後 6ヵ月時の分析では,MM得点と ｢注意追従｣の相関,及び,

MM質的ゲル-プ問における母親行動の差異が複数認められていたo生後 9ヵ月時,MMとの関

連が消失 している訳だが,その背景として乳児の身体的発達,特に移動能力の獲得による影響が

考えられた｡生後1年目の後半以降,乳児の移動能力は徐々に拡大 し-イ-イや伝い歩きによる

移動が開始されるが9本論の観察においでも9ヵ月児の活動は3ヵ月前よりも活発化 していた.

乳児の移動運動開始 によ って養育者 の関わ り方が変化す ることが指摘 されているように

(Campos,KeTmOian亨& Zumbahien,1992),本研究でも母親が 9ヵ月児の頻繁な能動的行動

に対 して安全確保のための環境整備を行ったり,あるいは移動やモノの扱いを統制 したりしなが

ら他の対象や母親自身へと乳児の関心を喚起させる様子などが観察された｡相互作用における母

子の行動は必然的に影響を受け台 うものと考えられるが,乳児側の移動運動による活動水準の高

まりによって,母親には子どもの活発な動きへの対応や周囲の安全確認などの行動が多くなり,

MMという特性による母親自身の行動への影響力が相対的に減 じている可能性があるのではない

だろうかoMeinsn997)はMMが異体的な子どもへの接 し方に与える影響を複数仮定 している

が, そこには子どもの発達という時間軸が考慮されていない｡ しかし,子ども側の身体運動の拡

大やコミュニケ-ション能力等の発達に伴い亨母子相互作用の有り様は時期によって変化 してい

くと予想されるO 母親のMMは,各時期の相互作屑にどのような影響を及ぼしうるのだろうか.

あるいは,MMによる母親行動-の影響は子ども側の能動的言動が顕著になる以前の発達早期に

限定されるのだろうか｡また写MMの個人差は心的語嚢の付与など特定の同一行動に長期安定 し

て関連するのみならず,子どもの発達段階によって異なる行動に作用する可能性があるのかもし

れない｡今後,幅広い行動を視野に入れながら,MMと母親行動の関連を多角的に問う七 とが必

要だろう｡

次に,本論の第二の目的は亨MMによる発達早期の子どもの心的理解発達の促進について検討

することであった0 9ヵ月児の心的理解として,共同注意の成立,特に他者の指差 し理解に注目

したが, 予想に反 してMMの量的豊富さとの関連は見 られなかった｡一方,MMの質的側面,那

ち乳児に如何なる内的状態を想達 しやすいのかという内容面の特徴が子どもの成績と関係 し,特

に,感情 ･欲求帰属群の母親の子どもの指差 し理解率の低さが際立 っていた｡では何故,この群

の子どもが指差 し理解に難 しさを示 したのだろうか｡共同注意の発達は,注意を共有する相手と

の相互作用の経験の中に位置づげで考えられることも多 く,子どもと共に環境への関心を共有 し
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ようとする養育者の存在が重視されている (Adamson&McArthur,1995;Harrist良Waugh,

2002;遠藤 e小沢,2000)｡そこで母子相互作用の特徴に着目してみると,MMと生後 9ヵ月時点

での母親行動の関連は見出されておらず, 乳児の指差 し理解と母親の行動の同時相関的な関係は

示されていないOよって,感情 昏欲求帰属群の乳児が他群に比 して特異的に指差 し理解に劣る理

由について, 本論で得 られた生後 9ヵ月時の被養育環境に関するデータから考察するのは柴 しい

と考えられた｡ただし,より早期における母親の関わり方による子どもへの影響 も否定できない

のではないだろうか｡そこでき乳児自身は未だ ｢自分と母親｣｢一日分とモノ｣ という2項関係の

中にあると考えられる発達早期に,母親が第 3項を巻きこんで働きかける行動の相違が,その後,

モノを介 した3項関係における第二次間主観性 (Trevarthen,1979)が実際に見 られ始める9ヵ

月時点での共同注意能力を予測的に説明する可能性について考えてみたい｡同一の母子について

生後 6ヵ月時に観察された母親行動に注目すると,感情 や欲求帰属群の母親は乳児に対する ｢注

意追従｣が非常に多 く,｢注意転換｣塾oj関わりが少ないという大きな特徴が得 られている (篠

原ヲ2006)｡共同注意の発達について,Coykum良Moore(1995)は他者から注意を操作される

機会の経験を重視 し,ある程の条件づけ,つまり他者の視線の先に動 く玩具などおもしろそうな

対象があることを知る経験の蓄積によって,乳児に共同注意行動が学習されることを述べている.

日ごろの相互作用においても, 母親がやりとりの中に第 3項となる事物を持ち込み,名前を呼ん

だり昔を出したりしながら巧みに乳児の関心を惹きっけようとする行動によって,乳児側に相手

の注意の在処を察知することが促進されている可能性が考えられよう. しか し,MM質的グルー

プ の中で感情 ･欲求帰属群の母親はこうした乳児の注意操作を行うことが最 も少なく,逆に母親

が子どもの注意を追従する行動が多かった｡注意追従によっても共通の対象を挟んだ共同注意状

態は成立するが,元々乳児自身が注意を向けていた対象に後から母親が視線を重ねた時,乳児は

必ず しも自己とは独立 した存在である母親の注意への知覚を伴っていないのかもしれない.この

群の乳児にとって, 他者から注意を操作される経験の少なさが,指差 し理解への難 しさの背景に

なっていたのではないだろうか｡一方,感情 ･欲求帰属群の乳児よりも高い指差 し理解得点を示

した思考 ･認知帰属群について,生後 6ヵ月時の観察では母親が ｢注意転換｣型の関わりを多 く

行っていた｡同 じく乳児が高い指差 し理解を示 した全般的帰属群も,思考 ･認知帰属群の母親と

同様の行動特徴を有 しており,こうした母親による注意操作の豊富さが乳児の共同注意行動の発

達を高めているのではないかと考えられた｡なお,予想に反 して,帰属低群の子ども達も高い指

差 し理解を示 していた｡子どもが6ヵ月時, この群の母親は他群と比 して ｢静観｣が際立 って多

いという特徴を考慮すると,逆に子どもの方が,時折発せられる母親の声や行動に敏感になって

いるのではないかと推測された｡子ども側の母親に対する行動が分析されていないため確認が必

要ではあるが,帰属低群の子どもが他者の行動に対する高い焦点化と敏感性に基づき指差 し理解

に優れていた可能性 も考えられるだろう｡

以上,本研究では未だ物言わぬ幼い乳児にヲついっい豊かな心的世界の存在を想定 してしまう

傾向である母親のMMに注目し,MMの個人差が実際の子どもへの接 し方や子どもの発達に如何

に関連 しているのかを検討 した｡特に,母親のMM個人差による子どもへの異体的な行動への影

響について生後 1年目の検討を行い,実際に心的語嚢の付与との関連といった知見を得た点は意

義あるものと思われる｡ また,本論は母親のMMの高さが子どもの心の理論獲得の先行因と考え
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られる乳児の共同注意行動の発達をも促進 しているだろうという仮説を検証 したが,それを支持

する結果は得 られなかった｡母親のMMと幼児の心の理論課題の成績の関連を示 したMeinset

al.(2002)の結果と比較ずると,MMは必ず しも乳児期からの心的理解を安定 して引き上げて

いるという単線形の働きを持つものではないのかもしれない｡ただし,今回は9ヵ月時点での指

差 し理解のみを問うたものであり,地の発達指標をも用いながら,異なる月齢,特に生後 2年目

以降についても研究を行うことで,MMが子どもの心的理解発達の何に,どのタイ ミングで促進

的効果を持ちうるのかが明 らかになるだろう｡また,今回実施 した他者の指差 し理解実験は,他

者の注意が ｢何処に｣注がれているのかを問うものであり,他者がある対象に ｢如何なる｣心的

見解を有 しているのかを問うものではない｡他者の心の内容に関する理解の発達とMMの関係は,

今後注目される点だと思われる｡ また,本結果から浮上 してきた新たな問いは,MMの質的特徴

と子どもの共同注意の発達との複雑な関連についてである｡ 乳児に感情や欲求状態を帰属 しやす

い母親群の子どもたちが示 した指差 し理解の低さという特異なパターンについて,今後更なる検

討が求められるO この群の子どもたちは亨今後の成長過程において,指差 し理解以外の領域にお

ける心の理解発達にも困難を示すのであろうか｡共同注意以外の指標を加えながら,他の月齢に

おける調査を行うことが必要であろうO 同時に,感情や欲求という内容に偏りがあるMMが,少

なくとも9ヵ月時点での指差 し理解の発達に抑制的な影響を及ぼしている可能性を考慮 し,その

原因を検討するべく,今回は対象としなかった母親の行動にも注目しながら母子相互作用を分析

する必要 も残されている｡ 本論の結果は,ただ頻繁に乳児に心の存在を仮定するということのみ

ならず,乳児にどのような内容の内的世界を帰属するのかという点を含めてMMによる子どもの

発達への影響を問う必要性を示唆 しており,MM研究に新たな一面を加えるものであろう｡ MM

を測定 した母親と子どもを対象にぅ引き続き相互作用の観察や子どもの幅広い発達の測定を実施

し,MMの量と内容が実際に如何なる働きを持っているのかを慎重に検証 していくことが課題で

あると思われる｡

注

1.MM測定実験の手順と結果について, 篠原(2006)より概要を以下に示す.PCモニター上に母親の白

子ではない乳児のビデオ刺激が呈示され,｢乳児が如何なる内的状態を有 していると思うか｣が質問

された(5試行)O乳児が有していると思われる内的状態について,数,内容ともに自由に口頭での回

答が求められた｡母親の自由回答に基づき,乳児の内的状態に言及 した回答の合計数がMM得点とさ

れた｡母親の回答は内的状態の内容に基づき下位分類が行われ,乳児に帰属しやすい内的状態の内容

の偏りが分析された.回答の偏りに基づ く母親の群分けが行われ(クラスター分析の後,母親クラス

タ-を独立変数,内的状態下位カテゴリー毎の回答数を従属変数とする1要因分散分析),4つのMM

質的グループの存在が見出された｡

2.乳児38名中1名が体調不良により実験不成立となったため,対象は37名となった｡

3.分析対象が2試行となったものが11ケ-ス,1試行となったのが6ケースであった.
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Effects of Maternal Mind-Mindedness on Mothers' Behaviors
to Infants and the Development of 9-month-olds' Joint Attention

SHINOHARA Ikuko

The present study focused on maternal mind-mindedness (MM), that is, the tendency

to treat an infant as an individual with a mind. The individual differences in maternal

MM were measured when their infants were six-month-old. Three months after the

measurement of MM, the effects of MM to maternal behaviors to nine-month-old infants

were investigated (N=38). The result suggested that mothers who had high MM

commented more on the infants; mental state in there interactions. However, any

relations \vere not found among MM and maternal behaviors to share attention with

infants. Secondly, nine-month-old infants' development of joint attention were assessed.

It is shown that the content of MM, but not the frequency of MM, related to infants'

abilities to follow the experimenter1s pointing. The infants whose mother often read

cognitive and some other internal states from infants showed higher joint attention

abilities than infants whose mothers tended to focus on infants' feeling and desire. I

discussed effects of MM on children's development of mind understanding via daily

mother-infant interactions.
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